
吉原秋季例大祭（９月２０日）

　国選択無形民俗文化財に指定されている「吉原岩戸神楽」の奉納が吉
原大神宮で行われました。
　今月号は、「柴曳」という演目中に舞手を怖がり泣く子どもの姿が表
紙となりました。曳かれた子どもは今年１年無病息災の御利益があると
いわれています。
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「
吉
原
岩
戸
神
楽
」
は
、
吉
原
集
落

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
あ
り
、
国
選
択

無
形
民
俗
文
化
財
、
熊
本
県
の
重
要
無

形
文
化
財
、
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
期
に
豊
後
地
方
か
ら
伝

わ
り
、
一
度
途
絶
え
ま
し
た
が
、
明
治

27
年
に
、
地
区
の
古
老
た
ち
に
よ
っ
て

復
活
さ
れ
、
１
３
０
年
に
わ
た
っ
て
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
３
０
年
を
記
念
し
て
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
地
元
吉
原
の
食

材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
、
祝
い
酒
付
き

の
「
夜
神
楽
弁
当
」
を
予
約
販
売
し
た

ほ
か
、
８
月
に
開
催
し
た
「
吉
原
神
楽

体
験
教
室
」
に
参
加
し
た
子
ど
も
に
よ

る
特
別
奉
納
、
例
年
よ
り
多
い
９
座
の

奉
納
が
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ん
が
来
て
お
り
、
県
外
か

ら
毎
年
見
に
来
て
い
る
と
い
う
方
の
姿

も
見
ら
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
吉
原
神
楽
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

を
地
区
外
か
ら
も
募
っ
て
お
り
、
25
名

ほ
ど
の
会
員
と
有
志
で
奉
納
を
行
っ
て

い
ま
す
。

吉
原
集
落
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
あ
り
、
国
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
吉
原
岩
戸
神
楽
」

が
今
年
で
１
３
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

吉原秋季例大祭吉原秋季例大祭

多くのお客さんで賑わう会場多くのお客さんで賑わう会場 広報きよら 2024.10広報きよら 2024.10
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８
月
23
日（
金
）に
「
伝
統
文

化
親
子
教
室
」
事
業
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文

化
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に

吉
原
神
楽
体
験
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
教
室
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
８
組

（
13
名
）
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
は
、

「
お
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
だ

ん
だ
ん
息
苦
し
く
な
っ
て
き

て
、
お
面
を
か
ぶ
っ
て
舞
っ
て

い
る
人
た
ち
は
す
ご
い
と
思
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
吉
原
神
楽
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　
体
験
教
室
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
９
月
20
日（
金
）に
開

催
さ
れ
た
吉
原
岩
戸
神
楽
で
練

習
し
た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

吉原神楽体験教室

体験教室参加者集合写真体験教室参加者集合写真

「「岩岩
いわとびらきいわとびらき

戸開戸開」」天天
あまてらすおおみかみあまてらすおおみかみ

照大御神照大御神がが天天
あまのいわとあまのいわと

岩戸岩戸から出てくるようすから出てくるようす 「「綱綱
つ な の は はつ な の は は

の母の母」」天天
あまてらすおおみかみあまてらすおおみかみ

照大御神照大御神がが神神
か む いか む い

衣衣を洗い清めるようすを洗い清めるようす

子どもたちによる特別奉納子どもたちによる特別奉納 着付けをしてもらう子どもたち着付けをしてもらう子どもたち
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９
月
18
日（
水
）に
熊
野
座
神
社
で
熊
野

座
神
社
秋
季
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
野
座
神
社
秋
季
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ

る
中
原
楽
は
、
南
小
国
町
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
京
都
の
系
流

に
し
て
山
鹿
を
経
由
し
て
伝
承
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　
当
日
は
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
中
原
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
こ
ど
も
中

原
楽
」
が
披
露
さ
れ
、
園
児
た
ち
の
一
生

懸
命
な
姿
に
会
場
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
す
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
原
楽
保
存
会
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
、
豊
作
に
感
謝
す
る
意
を
込
め
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
中
原
楽
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
相
撲
で
力
士
が

四
股
を
踏
む
の
は
、
ま
だ
定

着
し
て
い
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の

魂
を
そ
の
体
に
し
っ
か
り
と

定
着
さ
せ
る
た
め
の
所
作
と

伝
え
ら
れ
て
い
て
、
四
股
を

踏
む
こ
と
で
健
康
に
丈
夫
に

育
つ
よ
う
祈
願
し
ま
す
。

　

中
原
楽
を
奉
納
し
た
後
、

力
士
役
の
河
津
一
也
さ
ん
に

抱
か
れ
て
生
後
６
か
月
か
ら

２
歳
ま
で
の
５
人
の
子
ど
も

た
ち
が
土
俵
入
り
し
ま
し

た
。

熊野座神社秋季例大祭熊野座神社秋季例大祭

太鼓に酒を吹きかけるようす太鼓に酒を吹きかけるようす

赤ちゃん相撲で力士役をした河津一也さん赤ちゃん相撲で力士役をした河津一也さん

赤ちゃん相撲
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9月６日（金）　金婚夫婦表彰式

　結婚 50 年目を迎えた夫婦を祝福する第 66 回熊日金婚夫婦表彰式が 9 月 6 日（金）にきよらホールで
開かれました。町内で今年金婚を迎えられたのは、昭和 49 年（1974 年）に結婚された 17 組の御夫婦です。
　主催の熊本日日新聞社と町から表彰状や記念品が贈られました。

金婚夫婦（行政区・50 音順　敬称略）年齢は 9 月 6 日現在

北　　信一（75）、千鶴（71）　　　千光寺 太田　重治（73）、礼子（74）　　　志津中
渡邉　秀雄（75）、始枝（75）　　　竹の熊 岩下　輝博（74）、澄子（71）　　　立岩
穴井　隆介（79）、恵子（70）　　　上町２ 佐藤　忠美（83）、弘子（76）　　　吉原
児玉　保美（72）、幸子（71）　　　中杉田１ 石松　茂夫（76）、美智（72）　　　黒川
河津　新一（74）、照代（77）　　　瓜上上 井野　義孝（71）、惠子（79）　　　高花
石橋　一美（71）、かおる（73）　　米山 麻生　博之（75）、いづみ（72）　　長迫
中野　孝文（72）、たず子（74）　　地蔵原 太田　賢治（79）、マサ子（80）　　陣内
安道　康央（74）、陽子（71）　　　古賀 大塚　良親（75）、あや子（74）　　波居原下
日野　泰利（74）、フクヨ（74）　　志津下

表彰状を受け取る穴井隆介さん・恵子さん 御夫婦表彰状を受け取る穴井隆介さん・恵子さん 御夫婦 代表で謝辞を述べられた渡邉秀雄さん代表で謝辞を述べられた渡邉秀雄さん
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南
小
国
町
の
３
小
学
校

で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

は
「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

ず
全
力
で
か
が
や
く
運
動

会 
い
つ
ま
で
も
笑
顔
あ

ふ
れ
る
り
ん
ど
う
っ
子
」、

中
原
小
学
校
は
「
最
後
ま

で
全
力
で
や
り
と
げ
る
楽

し
い
運
動
会
」、
市
原
小

学
校
は
「
１
５
０
年
の
歴

史
を
胸
に
～
最
後
ま
で
一

生
け
ん
命
も
り
上
げ
る
運

動
会
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
各
競
技
に
精
一

杯
取
り
組
む
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
と
も
に
晴
れ

渡
っ
た
空
の
下
で
開
催
さ

れ
た
運
動
会
は
、
ど
の
子

ど
も
た
ち
も
精
一
杯
競
技

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
が
参
加
す
る

競
技
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
保
護
者
と
競
い
合
う

子
ど
も
た
ち
は
「
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
に
勝
つ

ぞ
！
」
と
全
力
で
元
気

い
っ
ぱ
い
に
競
技
に
取
り

組
み
、
保
護
者
も
「
ま
だ

ま
だ
子
ど
も
た
ち
に
は
負

け
ら
れ
な
い
！
」
と
力

い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
競
技

に
精
一
杯
に
取
り
組
む
と

同
時
に
係
の
活
動
や
応
援

団
な
ど
の
活
動
も
行
い
、

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

姿
を
見
て
、
保
護
者
の

方
々
も
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
よ
う
す
で
し
た
。

令和６年度

町内３小学校運動会

９月８日（日）りんどうヶ丘小学校運動会

紅白対抗リレーでバトンを繋ぐ子どもたち紅白対抗リレーでバトンを繋ぐ子どもたち黒川保育園児たちのダンス黒川保育園児たちのダンス3、4、5 年生の盆踊り3、4、5 年生の盆踊り

応援合戦でネタを披露する白団応援合戦でネタを披露する白団６年生が吉原神楽を舞うようす６年生が吉原神楽を舞うようす
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９月２８日（土）市原小学校運動会

９月１４日（土）中原小学校運動会

技巧走 二人でピース技巧走 二人でピース

会場の全員で中原音頭会場の全員で中原音頭中原保育園児ダンス中原保育園児ダンス 全校児童ダンス全校児童ダンス

誓いの言葉誓いの言葉ソーラン節を踊った後でポーズソーラン節を踊った後でポーズ

３、４年生のまわれ！台風 33 号３、４年生のまわれ！台風 33 号４，５，６年生ダンス４，５，６年生ダンス 応援合戦で肩を組んで歌う白団応援合戦で肩を組んで歌う白団

会場の全員で市原音頭会場の全員で市原音頭１，２年生の親子玉入れ対決１，２年生の親子玉入れ対決
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令和６年度 南小国町消防団通常点検

　９月７日（土）に南小国町消防団通常点検及び規律競技が役場駐車場で行われました。
　規律競技では 11 チームが競い合い、各チームが指揮者の
号令に合わせ統率の取れた姿をみせていました。
　規律競技終了後には第２分団３部による模範操法披露が行
われ、素早い行動で消火活動の技術を披露しました。

規律競技結果
優勝　　　第２分団２部
同率２位　第２分団１部
同率２位　第３分団１，２部

無事故・無違反表彰

　穴井秀憲さん（陣の前）と江田正弘さん（矢津田下）が 40 年
にわたり無事故・無違反の模範運転を続けてこられた功績に
より熊本県交通安全協会より表彰状が授与されました。
　南小国町での交通事故の防止に努められ、多くの人たちの
模範となる運転を続けられたお二人に、運転中に気を付けて
いることを聞くと、ながら運転をせず集中することを心がけ
ているとお話をしてくださいました。
　表彰、誠におめでとうございます。

第２分団３部による模範操法披露第２分団３部による模範操法披露

写真左から江田正弘さん、穴井秀憲さん写真左から江田正弘さん、穴井秀憲さん

　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会　
　
　

【
評
】
笹
原
景
林

金
婚
の
祝
典
終
り
つ
く
つ
く
し　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

盆
帰
り
玄
関
狭
し
靴
の
数　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

二
十
人
祝
い
米
寿
の
萩
の
宿　
　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

【
評
】
八
十
八
歳
の
祝
い
を
子
や
孫
な
ど
二
十
人
の
身
近
な
人
等
に
よ
っ
て
祝
っ
て
も
ら
っ

た
、
場
所
が
萩
の
宿
と
い
う
の
が
良
い
。

沈
み
橋
す
る
り
と
抜
け
て
秋
燕

つ
ば
め　

　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

【
評
】
川
の
流
れ
と
橋
の
狭
い
空
間
を
、
燕
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
潜
っ
て
行
く
様
。

面
会
の
夫つ

ま

は
涼
し
く
笑
む
ベ
ッ
ド　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

八
朔
の
神み

き酒
篠す

ず

た
て
ゝ
拝
み
お
り　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

秋
風
に
吹
か
れ
し
蝶
を
見
失
う　
　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

蟋こ
お
ろ
ぎ蟀

の
今
宵
は
裏
の
草
の
中　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

石
垣
の
萩
少
し
づ
つ
花
咲
け
り　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

名
月
を
指
折
り
数
へ
も
ち
粉
挽
く　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

広報きよら 2024.10広報きよら 2024.10
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１０月は里親月間です！

里親制度をご存知でしょうか
里親制度は、子どもの幸せや社会の未来に大きく関わる重要な制度です。

　それぞれの事情で親と離れて暮らす子どもたち。日本には約４万２千人、熊本には、
約 650 人います。そうした子どもを自分の家庭に迎え入れ、さまざまなサポートを受け
ながら養育するのが「里親制度」です。この制度は、ボランティアではなく一定期間子
どもを養育する児童福祉法に位置付けられた公的なものです。
　熊本県の里親委託率は、数字が出されている全国の 70 ある自治体の中で 67 番目の
低さで、下のグラフにあるように九州でも下位です。理由の一つは里親が不足している
からです。九州の自治体を比較した時に、里親宅で生活ができる、またはできないといっ
たようなことが起こっています。これは、生まれた地域によって受けられる社会的なサー
ビスが違うとも捉えることができます。
　里親制度はすべての子ども達へ温かい家庭を提供するためにも重要な制度です。しか
し、里親制度の社会的認知度は低く、多くの方にこの制度のことを知ってもらえたらと
思います。里親制度を知り、理解することが里親さんや子どもたちのサポートにも繋が
ります。まずは「知る」ことから始めてみませんか？

（資料：令和３年度福祉行政報告例）

問い合わせ：慈愛園乳児ホーム養育家庭支援センターきらきら
　　　　　　☎０９６（３８３）８１００
HP：https://jiaien-nyujihome.com/ 里親支援 /

 　　　　　　　　　　　　　　　　　  メールでのお問合せは QR コードから→
お一人様から団体様まで、説明にお伺いします！！
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南
中
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を

踏
ま
え
て
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
た
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
」
～
２
年
生

　
「
事
業
所
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
よ
う
」の
目
標
の
も
と
体
験
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
11
の
事
業
所
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
体
験
前
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮

か
ば
ず
に
悩
む
姿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事

業
所
の
方
々
の
ご
協
力
も
あ
り
、
事
業
所

の
紹
介
チ
ラ
シ
、
紹
介
動
画
の
制
作
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
案
な
ど
、
実
践
か
ら
学
ぶ
素

晴
ら
し
い
体
験
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

民
泊
農
業
体
験
～
１
年
生

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
通
じ
て

地
域
の
方
と
交
流
す
る
民
泊
農
業
体
験
。

受
け
入
れ
先
の
方
々
に
「
家
族
の
一
員
」

の
よ
う
に
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た

だ
き
、
農
業
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
だ

け
で
な
く
、自
然
を
生
か
し
て
い
く
生
活
、

作
物
の
育
て
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
終
日
は
、
旬
の
野
菜
な
ど
を

用
い
た
料
理
を
つ
く
り
、
体
育
館
で
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
料

理
も
お
い
し
く
大
盛
況
で
し
た
。
地
域
や

農
業
に
つ
い
て
、
食
に
つ
い
て
考
え
る
よ

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　

11
月
16
日（
土
）

　

１
５
０
周
年
の
記
念
式
典
に
向
け
て
、

実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
着
々
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
式
典
当
日
は
、
二
部
構

成
で
実
施
予
定
で
す
。

【
第
一
部
】　

記
念
式
典

　
　
　
　
　

午
前
９
時
受
付

　
　
　
　
　
　
　

９
時
半
開
始

【
第
二
部
】　

児
童
発
表
・
全
員
合
唱
等

　
　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
～

　
　
　
　
　

正
午
終
了
予
定

　

詳
細
な
日
程
は
、
11
月
号
に
て
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

　

１
５
０
周
年
を
機
に
、
学
校
に
残
っ
て

い
る
写
真
を
整
理
し
て
い
る
と
、
市
原
小

の
歴
史
を
感
じ
る
い
ろ
い
ろ
な
写
真
が
で

て
き
ま
す
。
式
典
で
も
、
そ
れ
ら
の
写
真

を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
こ

で
も
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

発　

見

発　

見
　

市
原
小
学
校　

　
　
　

創
立
１
５
０
周
年
！

（上段）150 周年を記念しての空撮の様子です。空
撮前日に、実行委員会の方々が準備をしてくださ
いました。「人」だけで文字を作るのは難しいので、
農業用マルチを利用しての文字づくり・撮影でし
た。写真のできあがりが楽しみです。

（下段）空撮後の美化作業の様子です。校舎内外の
作業でしたが、みんなの力できれいになりました。
後援会の方々も、そのまま残って体育館のカーテ
ン補修や木の伐採などしてくださいました。

↑懐かしの旧校舎↑懐かしの旧校舎
↓現校舎建設中の様子↓現校舎建設中の様子
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地
域
に
支
え
ら
れ
た
運
動
会

　

９
月
14
日（
土
）、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
で
、
本
校

の
１
５
０
周
年
を
記
念
し
た
中
原
校
区
大

運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
の
運
動
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

保
護
者
・
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
後

援
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援

や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
婦
人
会
を
中
心
に
、
保
護
者
・

ご
家
族
の
皆
さ
ま
で
、
運
動
場
の
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
会
の

最
後
を
し
め
く
く

る
中
原
音
頭
に
は

来
場
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も

の
感
想
に
「
地
域

や
家
の
人
に
支
え

ら
れ
た
い
い
運
動

会
に
な
り
ま
し

た
」
と
あ
り
、
本

当
に
地
域
に
支
え

ら
れ
た
運
動
会
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
地
域
か
ら
の
支
援
に
対
し
、
６

年
生
は
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
最
後

ま
で　

全
力
で
や
り
と
げ
る　

楽
し
い
運

動
会
」
と
し
ま
し
た
。
全
校
児
童
、
一
人

一
人
が
全
力
で
や
り
と
げ
る
こ
と
で
、
日

頃
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
家
族
や

地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
学
校
運
営
協

議
会
に
６
年
生
が
提
案
し
、
承
認
さ
れ
、

そ
れ
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
６
年
生
は
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
先
頭
に
立
ち
、こ
の
日
の
た
め
に
、

１
年
生
を
は
じ
め
す
べ
て
の
児
童
に
丁
寧

に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
中

原
小
の
い
い
伝
統
に
触
れ
た
機
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　

  
ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん
（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

藤
山
翔
正
先
生
＆
雅
さ
ん

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

本
校
職
員
で
、
４
・
５
年
生
学
級
の
担

任
、
藤
山
翔
正
教
諭
の
結
婚
を
全
校
児
童

で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
体
育
館
で
給
食
を

い
っ
し
ょ
に
食
べ
な
が
ら
の
披
露
宴
で
し

た
。
牛
乳
で
乾
杯
し
て
、
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
た
。

　

本
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
低
学
年
の
児
童

に
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
極
秘
で
、
４
・
５

年
生
及
び
６
年
生
が
、
担
当
教
諭
と
共
に

会
議
や
準
備
を
重
ね
、
企
画
運
営
を
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
、
藤
山
教
諭
も

驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
が
、
照
れ

く
さ
そ
う
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

結
婚
披
露
宴
で
は
定
番
の
「
ケ
ー
キ
入

刀
」
の
代
わ
り
に
「
ス
イ
カ
入
刀
」
を
行
っ

た
り
、
全
校
児
童
で
「
野
に
咲
く
花
の
よ

う
に
」
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
各

学
年
か
ら
、
音
楽
で
学
習
し
た
「
合
奏
」

を
披
露
し
た
り
し
て
、
和
や
か
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？
」
と

か
「
お
互
い
何
と
呼
び
合
っ
て
い
ま
す

か
？
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
突
然

の
質
問
に
も
、
正
直
に
答
え
て
く
れ
る
新

郎
新
婦
で
し
た
。

　

と
て
も
お
似
合
い
の
お
二
人
で
す
。
お

二
人
の
末
永
い
お
幸
せ
を
み
ん
な
で
応
援

し
て
い
ま
す
。（

文
責
）
校
長　

櫔
原
憲
聖

練習の時のドローン撮影練習の時のドローン撮影

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスでき
ます。子供たちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

1111
月
２
日（
土
）に

月
２
日（
土
）に

　
　
１
５
０
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す

　
　
１
５
０
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す

新郎新婦入場！新郎新婦入場！牛乳で乾杯！牛乳で乾杯！

スイカ入刀！スイカ入刀！全員で記念撮影！全員で記念撮影！

11
広報きよら 2024.10広報きよら 2024.10



同
窓
会
総
会
と
ふ
く
し
夏
ま
つ
り

　

８
月
３
日（
土
）に
「
小
国
支
援
学
校 

同
窓
会
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後

２
時
か
ら
の
お
茶
会
に
は
、
18
名
の
方
が

参
加
さ
れ
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
近
況

を
話
し
合
っ
た
り
、
在
校
生
の
た
め
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
考
え
た
り
さ
れ
る
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
卒
業

以
来
15
年
ぶ
り
に
来
校
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
久
し
ぶ
り
の
校
舎
を
笑
顔

で
見
て
回
っ
た
り
、
友
達
と
懐
か
し
そ
う

に
話
さ
れ
た
り
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
総
会
が
あ
り
、
す
べ

て
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、

御
一
人
の
理
事
が
新
た
に
承
認
さ
れ
、
今

年
度
の
同
窓
会
の
運
営
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。11
月
に
行
わ
れ
る
、

す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
で
は
販
売
活
動
を
行
い

ま
す
。
今
後
も
同
窓
会
の
活
動
が
充
実
し

た
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

午
後
５
時
か
ら
は
、
本
校
の
児
童
生
徒

が
第
31
回
ふ
く
し
夏
ま
つ
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
パ
ネ
ル
や

写
真
を
使
っ
て
作
業
製
品
の
説
明
を
し
た

り
、
学
習
し
た
内
容
を
発
表
し
た
り
し
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
最
後
に
は
、
運

動
会
で
踊
っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。
明
る
い
音
楽
と
ダ
ン
ス
で
会
場
全
体

が
活
気
づ
き
、
ま
つ
り
の
よ
い
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
児
童
生
徒

は
美
味
し
そ
う
な
香
り
が
漂
う
屋
台
や
楽

し
い
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
７
日（
土
）に
小
国
高
校
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
文
化
祭
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

発
表
や
保
健
委
員
会
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
自
由
見
学
の
時
間
に

は
、
ク
ラ
ス
・
委
員
会
・
部
活
動
の
企
画

や
有
志
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
午
後
の
部
で
は
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
と
家
庭
部
に
よ
る
ド
レ
ス

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
生

が
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
（「
Ｏ
Ｇ

Ｕ
Ｎ
Ｉ-

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」「
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」）
で
注
文
し
た
際
に
届
く
商

品
の
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
商

品
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

少
な
い
生
徒
数
の
中
で
一
人
何
役
も
こ

な
し
な
が
ら
、

楽
し
い
文
化
祭

を
作
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

遠
隔
授
業
の
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
実
施

　

本
校
で
は
、「
熊
本
版
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
の
取

り
組
み
と
し
て
一
部
の
科
目
で
第
一
高

校
・
球
磨
中
央
高
校
・
八
代
高
校
か
ら
の

遠
隔
授
業
に
よ
り
、
生
徒
の
多
様
な
進
路

実
現
に
向
け
た
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
９
月
11
日（
水
）に
は
普
段
数
学
の

遠
隔
授
業
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生

に
小
国
高
校
ま
で
来
て
い
た
だ
き
、
対
面

授
業
を
行
う
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
小
国
高
校
の
生

徒
の
た
め
に
、
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
授

業
を
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
い
つ

も
以
上
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
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　南小国町の３つの小学校では、地域の伝統文化を教え、自分の地域に誇りを持つ
大事な場面の一つにしています。伝統文化を教えることは、教育基本法の中でも求
められています。なぜ、学校教育で伝統文化を教えることが必要なのでしょうか。
　それは、グロ－バルな社会では、日本人としてのアイデンティティ－（自分が日
本人であること、さらに、そうした自分が、他者や社会から認められているという
感覚）をしっかり持った上で、文化の異なる人々と交流することが必要といわれます。
そして、このアイデンティティ－は、歴史や伝統文化の中で培われるからです。
　私たちは、伝統文化に触れる中で、日本人としての大切な価値観や感性を身に付
けているのです。そして、自国の文化の素晴らしさを再確認するとともに、その文
化を大切にする心や自国への誇りを持つことが大切なことなのです。
　現在、中原小学校では、「中原楽」の伝承が大切にされています。学校と保存会
が連携を持ちながら、参加希望の子どもたちは、練習を頑張っています。
　市原小学校は、「市原祇園社獅子舞」を、４年生の総合的な学習の時間に取り組
んでいます。地域の講師の方に来ていただき、丁寧に指導をいただき、今年は、創
立150年の式典の中で披露したいと頑張っています。
　りんどうｹ丘小学校は、「吉原岩戸神楽」・「田の原棒踊り」・「田の原盆おどり」の
継承に取り組んでいます。
　運動会では、地域の方々の太鼓や横笛の拍子に合わせて舞う子どもたちの姿に伝
統芸能の美しさを感じさせられました。
　地域の伝統芸能の継承には、学校が欠かせない存在となってきています。ぜひ、
南小国町の伝統芸能をしっかりと継承させていって欲しいと願っているところです。

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（18）　　文責：岩切

新
刊
図
書
紹
介

　

９
月
は
、
町
の
図
書
室
に
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
や
さ
い
の
が
っ
こ
う

　

と
ま
と
ち
ゃ
ん
の
た
び
だ
ち

②
パ
ン
ダ
の
お
さ
じ
と
ふ
り
か
け
パ
ン
ダ

③
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ 
４

④
余
命
一
年
と
宣
告
さ
れ
た
僕
が
、

　

余
命
半
年
の
君
と
出
会
っ
た
話

⑤
百
年
の
孤
独

⑥
き
た
き
た
捕
物
帖

⑦
夏
期
限
定
ト
ロ
ピ
カ
ル
パ
フ
ェ
事
件

⑧
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日

⑨
こ
こ
ろ
の
処
方
箋

⑩
主
婦
力
ゼ
ロ
か
ら
の
や
っ
て
み
た
家
事

⑪
朽
ち
て
な
お
美
し
い

　

ド
ラ
イ
ボ
タ
ニ
カ
ル
入
門

⑫
カ
ッ
タ
ー
１
本
で
Ｏ
Ｋ
！

　

は
じ
め
て
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ 

⑬
ニ
ッ
ポ
ン
は
じ
め
て
物
語

　

世
界
初
・
日
本
初
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん
だ
開
発
者
の
熱
き
魂

⑭
が
ん
を
呑
み
込
ん
だ
男

　
「
ス
テ
ー
ジ
４
」
と
言
わ
れ
た
医
師
の
が
ん
闘
病
記

町指定無形民俗文化財
【　中　原　楽　】

町指定無形民俗文化財
【市原祇園社獅子舞】

国選択無形民俗文化財
【吉原岩戸神楽】
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南
小
国
町
教
育
委
員
会
で
主
催
す
る
「
里
山

自
然
体
験
活
動
」
は
、
４
年
生
の
児
童
が
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
で
、
南
小
国
の
里
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ

う
と
と
も
に
、
人
権
教
育
を
進
め
て
い
く
う
え

で
身
に
付
け
て
ほ
し
い
大
切
な
資
質
と
な
る

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
」「
仲

間
と
の
絆
」
を
育
む
機
会
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
７
月
23
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

里
山
自
然
体
験
活
動
と
南
小
国
の
自
然

　
　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校  

井　

誉
耀

　

今
回
の
活
動
で
、
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
立

岩
水
源
沢
登
り
で
飛
び
込
み
を
し
た
こ
と
で

す
。
浅
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
本
当
は
深
く

て
お
ぼ
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
で
す
。

理
由
は
、
友
達
と
一
番
話
し
た
時
間
だ
っ
た

し
、
自
分
で
食
材
を
焼
い
て
食
べ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
班
長
を
し
て
、
成
長
し
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
自
分
で
し
て
い

い
か
な
と
思
っ
た
こ
と
は
先
生
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
班
長
を
し
て
自
分
で
し
て
い

い
か
な
と
思
っ
た
こ
と
を
、班
の
人
に
相
談
し
、

自
分
た
ち
で
行
動
し
た
の
で
成
長
し
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
里
山
自
然
体
験
活
動
を
し
て
、
最

初
は
活
動
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
沢

登
り
で
の
飛
び
込
み
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

南
小
国
の
自
然
の
良
さ
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

今
日
は
待
ち
に
ま
っ
た
里
山
自
然
体
験
！

　
　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校　

髙
村　

瀧
青

　

市
原
小
学
校
、
中
原
小
学
校
の
４
年
生
に
久

し
ぶ
り
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
午
前

中
の
地
域
探
検
五
感
ゲ
ー
ム
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

は
、
簡
単
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
で
、
あ
め
の
味
を
当

て
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
午

後
は
、
み
ん
な
で
立
岩
水
源
に
行
き
ま
し
た
。

水
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
と
て
も
冷
た
く
て
よ

か
っ
た
け
ど
、
沢
登
り
を
し
た
あ
と
は
寒
か
っ

た
で
す
。
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

ご
ん
べ
え
村
で
は
、
み
ん
な
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
で
き
て
、
お
い
し
い
お
肉
も
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
南
小
国

の
自
然
や
お
い
し
い
食
べ
も
の
を
い
ろ
い
ろ
な

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

心
に
残
っ
た
三
つ
の
こ
と

　
　

中
原
小
学
校　

武
田　

晄
里

　

私
が
里
山
自
然
体
験
活
動
で
心
に
残
っ
た
こ

と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、『
立
岩
水
源
沢
登
り
』
で
す
。

川
の
水
が
は
や
く
て
、
最
初
は
こ
わ
か
っ
た
か

ら
で
す
。
す
べ
っ
て
登
り
に
く
か
っ
た
け
ど
、

初
め
て
里
山
の
冷
た
い
水
に
入
れ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、『
地
域
探
検
五
感
ゲ
ー
ム
』で
す
。

特
に
、
マ
ー
キ
ン
グ
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
説
明
の
時
、「
犬
の
フ
ン
か
も
」
と
言

わ
れ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が

あ
ま
り
使
わ
な
い
物
が
多
か
っ
た
の
で
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
全
部
正
解
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
お
昼
に
食
べ
た
『
の
り
ち
ゃ
ん

弁
当
』
で
す
。
ど
れ
も
お
い
し
か
っ
た
け
ど
、

特
に
お
に
ぎ
り
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
他
に

は
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
卵
焼
き
、
い
も
な
ど
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。ト
マ
ト
は
、ち
ょ
っ
と
す
っ

ぱ
か
っ
た
け
ど
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

里
山
自
然
体
験
活
動
に
、
ま
た
行
き
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
里
山
自
然
体
験
活
動

　
　

中
原
小
学
校　

上
島　

唯
禾

　

私
は
、
５
班
の
班
長
を
し
ま
し
た
。
各
班
で

活
動
し
て
い
き
ま
し
た
。
み
ん
な
を
ま
と
め
ら

れ
る
か
心
配
で
し
た
。
で
も
、
班
の
み
ん
な
が

支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
『
地
域
探
検
五
感
ゲ
ー
ム
』
で
は
、
あ
め
を
食

べ
て
味
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
味
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。『
沢
登
り
』
は
、水
が
冷
た
か
っ

た
で
す
。
水
の
流
れ
も
速
く
、
足
を
動
か
す
の

も
大
変
で
し
た
。
水
に
飛
び
込
ん
で
も
良
い
と

言
わ
れ
た
の
で
、
飛
び
込
み
ま
し
た
。
飛
び
込

ん
で
み
る
と
、意
外
に
深
か
っ
た
で
す
。
最
後
に
、

こ
の
体
験
を
通
し
て
南
小
国
の
自
然
と
触
れ
合

え
た
り
、
自
然
の
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
た
り
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
友
達
も

た
く
さ
ん
で
き
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

里
山
自
然
体
験
活
動
を
終
え
て

　
　

市
原
小
学
校　

森　

稀
絹

　

私
は
、
里
山
自
然
体
験
活
動
に
行
く
前
は
、

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
行
っ
て
み
て
、
様
々
な
活
動
に
挑
戦
す
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
沢
登
り
と
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
し
た
。
沢
登
り
を
や
る
前
は
怖
か
っ

た
け
れ
ど
、
や
っ
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
楽

し
く
な
り
、
水
の
き
れ
い
さ
と
冷
た
さ
を
体
い
っ

ぱ
い
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
は
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
食
べ
た
こ

と
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
焼
く
と
き
外

が
パ
リ
パ
リ
で
さ
ら
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
南
小
国
の
よ
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
な
が
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
向
け
た
学
び

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
美
し
い
自
然
を
中
心
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン

と
し
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
で
南
小
国
の
自
然
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

里
山
自
然
体
験
で
み
つ
け
た
よ
さ

　
　

市
原
小
学
校　

平
野　

真
麻

　

私
は
、
里
山
自
然
体
験
活
動
に
行
く
前
は
、

「
沢
登
り
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。」「
他
の
学
校

の
子
た
ち
と
仲
良
く
で
き
る
か
な
。」
な
ど
心

配
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
体
験
の
日
に
感

じ
た
こ
と
は
、「
自
然
の
中
で
学
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
」
と
「
自
然
の
美
し
さ
」
で
し
た
。

　

予
想
ど
お
り
、
沢
登
り
の
と
き
、
水
は
と
て

も
冷
た
か
っ
た
し
、流
れ
も
強
か
っ
た
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
気
持
ち
よ
く
な
り
、
友
達
の
顔
を
見

て
み
る
と
、
い
つ
も
よ
り
笑
顔
に
見
え
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
は
、
も
っ
と
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
行
う
う
ち
に
、
他

の
学
校
の
子
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
時
に
食
べ
た
マ
シ
ュ
マ
ロ
は
最
高

で
し
た
。

　

こ
の
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
南
小
国
町
の
自

然
の
豊
か
さ
、
水
の
美
し
さ
を
さ
ら
に
学
ん
で

「
水
の
き
れ
い
な
南
小
国
町
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
学
習
を
深
め
、
ま
と
め
て
い
き
た
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

里
山
自
然
体
験
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
経
験
を
積
み
、
友
達
と
の
絆

を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　
（
井
芹
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

245

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

「古本市」の開催について

昨年度に続き、本年度も「古本市」を開催致します。下記の日
程で開催致しますので、多くの皆様のご来場を宜しくお願い申し
上げます！

記

１．日時 令和６年１１月３日（日）文化の日
午前９時００分～午後１時００分まで

２．場所 南小国町役場内

３．持参物 本を入れられる袋（本は無料となります）

皆様のご来場を心待ちにしております！

「古本市」への本の寄贈のお願い

令和６年１１月３日（日）、文化の日に役場ロビ－にて「古本
市」を開催致します。昨年度も多くの皆様にご来場いただき、大
好評の古本市となりました。今年も、多くの皆様にご来場いただ
きたいと願っております。
つきましては、「古本市」への本の寄贈をお願い致します。
ご家庭で、読まなくなった本や絵本、小説など、多くの皆様に

読んでいただきたい本がありましたら、ぜひ寄贈を宜しくお願い
します。
［本の寄贈の受付期間］

令和６年 １０月１５日（火）～１０月２２日（火）
寄贈受付場所：南小国町役場 教育委員会
※受付時に「お名前」や「本の種類ごとの冊数」を記入願います

×汚れや破損のある本 ×本のペ－ジ抜け落ちているもの
×雑誌・漫画雑誌 ×成人雑誌 ×週刊誌類 ×古い辞典等
の受付は致しませんので宜しくお願いします！

◎児童書や絵本は大歓迎です！
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「古本市」の開催について

昨年度に続き、本年度も「古本市」を開催致します。下記の日
程で開催致しますので、多くの皆様のご来場を宜しくお願い申し
上げます！

記

１．日時 令和６年１１月３日（日）文化の日
午前９時００分～午後１時００分まで

２．場所 南小国町役場内

３．持参物 本を入れられる袋（本は無料となります）

皆様のご来場を心待ちにしております！

「古本市」への本の寄贈のお願い

令和６年１１月３日（日）、文化の日に役場ロビ－にて「古本
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つきましては、「古本市」への本の寄贈をお願い致します。
ご家庭で、読まなくなった本や絵本、小説など、多くの皆様に

読んでいただきたい本がありましたら、ぜひ寄贈を宜しくお願い
します。
［本の寄贈の受付期間］

令和６年 １０月１５日（火）～１０月２２日（火）
寄贈受付場所：南小国町役場 教育委員会
※受付時に「お名前」や「本の種類ごとの冊数」を記入願います

×汚れや破損のある本 ×本のペ－ジ抜け落ちているもの
×雑誌・漫画雑誌 ×成人雑誌 ×週刊誌類 ×古い辞典等
の受付は致しませんので宜しくお願いします！

◎児童書や絵本は大歓迎です！
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帯
状
疱
疹
に
ご
注
意
を
！

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
加
齢
や

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
免
疫

機
能
が
低
下
す
る
と
発
症
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
日
本
人
成
人
の
９
割
以
上
が

帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

【
症
状
】

①
初
期
の
症
状

　

体
の
左
右
ど
ち
ら

か
の
神
経
に
沿
っ
て

生
じ
る
皮
膚
の
痛
み

や
違
和
感
、
か
ゆ
み
が
初
期
の
症
状
で

す
。
多
く
の
場
合
、
皮
膚
症
状
の
数
日

前
か
ら
１
週
間
ほ
ど
前
に
生
じ
ま
す

が
、
皮
膚
症
状
と
同
時
、
あ
る
い
は
や

や
遅
れ
て
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
発
疹
が
出
て
く
る

　

発
疹
は
、
皮
膚
の
痛
み
や
違
和
感
、

か
ゆ
み
な
ど
が
起
こ
っ
た
場
所
に
現
れ

ま
す
。
最
初
は
わ
ず
か
な
盛
り
上
が
り

や
丘
疹
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
ぶ
つ
ぶ
つ

で
す
。
胸
や
背
中
、
腹
部
な
ど
多
く
は

上
半
身
に
現
れ
、
顔
面
や
目
の
周
り
に

見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
水
ぶ
く
れ
を
経
て
治
っ
て
い
く

　

発
疹
は
、
そ
の
後
小
さ
な
水
ぶ
く
れ

に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
水
ぶ
く
れ
は

初
め
、
数
ミ
リ
の
小
さ
な
も
の
が
数
個

見
ら
れ
る
だ
け
で
す
が
、
次
第
に
数
を

増
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
ぶ
く
れ
は
、
血
液
を
含
ん
だ
黒
ず

ん
だ
色
に
な
る
こ
と
や
膿
が
た
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
水
ぶ
く
れ
や
膿
は
１

週
間
ほ
ど
で
破
れ
、
そ
の
後
か
さ
ぶ
た

と
な
り
、
皮
膚
症
状
は
３
週
間
前
後
で

治
ま
り
ま
す
。

【
治
療
】

　

水
ぶ
く
れ
や
発
疹
は
徐
々
に
治
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
症
状
が
で
て
か

ら
な
る
べ
く
早
く
治
療
を
は
じ
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
、
頭
部
～
顔
面
な
ど
頸
か
ら
上

の
帯
状
疱
疹
は
、
失
明
・
難
聴
、
顔
面

麻
痺
と
い
っ
た
重
篤
な
症
状
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
の
予
防
】

　

50
歳
を
過
ぎ
た
人
は
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
「
生
ワ
ク

チ
ン
」
と
「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
の
２

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
予
防
接
種
は
帯
状
疱
疹

を
完
全
に
防
ぐ
も
の
で
は
な
い
た
め
、

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
や
適
度
な
運
動

に
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
睡
眠

は
身
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
重
要
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
規
則
正
し
い
生

活
や
適
度
な
運
動
は
、
質
の
よ
い
睡
眠

を
得
る
た
め
に
も
効
果
的
で
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
の
予
約
開
始

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
、
満
１
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
、
満
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
）
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
今
月
の
広
報
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
」（
青
紙
）、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種

に
つ
い
て
」（
ピ
ン
ク
紙
）、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
文
字
放
送
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
接
種
は
、
５
類
感
染
症
へ
移
行

し
た
こ
と
に
伴
い
、
接
種
体
制
が
変
わ

り
ま
す
。
個
人
へ
の
接
種
券
や
予
診
票

の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
役
場
）

等
で
の
予
約
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
同
様
、
医
療
機
関
に
直
接
予
約
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

予
診
票
及
び
予
防
接
種
の
説
明
書

は
、各
医
療
機
関
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

生ワクチン 不活化ワクチン

対 象 者 50 歳以上

接種方法 皮下接種 筋肉内接種

接種回数 1 回 2 回
※ 2 カ月の間隔をおく

接種費用 7000 ～ 10,000 円
程度

40,000 円～
（2 回接種の合計）

※医療機関により接種費用は異なります。
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

クレジットカードでの支払いが可能になりました 小国公立病院　事務局

　近年、あらゆる場所でクレジットカードやスマートフォン等でのキャッシュレス決済ができ
るようになっています。
　当組合でも地域の方々やご家族よりご要望がありました、クレジットカードによる支払いが
できる準備が整いました。
　診察代や入院費、急な病気やケガでお金が準備できない、予
定していた以上にお金がかかり、手持ちの資金では足りないと
いう場合でも、クレジットカードでの支払いができます。
　大金を持ち歩かなくても済みますし、カードで支払った場合
でも医療費控除の対象になります。
　また、おぐに老人保健施設やおぐにサテライト診療所でも利
用ができるようになります。
　ぜひご利用下さい。

令和６年度小国郷公立病院組合 職員採用試験のお知らせ
■試験職種及び採用予定人数
　一般事務（高校卒業程度）・・・・１人程度
　一般事務（デジタル推進枠）・・・１人程度

■受付期間・時間
　１０月２１日（月）から１１月１５日（金）まで
　（土・日・祝日を除く）

■試験日
　１次試験　令和６年１２月８日（日）
　２次試験　令和７年１月中旬頃
受験資格及び受験申込の詳細は、小国公立病院ホームページをご覧いただくか下記へお問い合
わせください。

■問い合わせ
　小国公立病院事務局　☎（４６）３１１１
　次の職種について通年募集をしております。
　　医師・看護師・薬剤師・介護福祉士 詳しくは病院採用サイトをご覧ください。
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地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

南
小
国
町
で
は
地
籍
調
査
事
業
を
進
め

て
お
り
、
大
字
赤
馬
場
・
大
字
中
原
が
完

了
し
今
年
で
31
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
３
年
間
で
１
地
区
を
調

査
・
測
量
・
閲
覧
し
完
了
と
な
り
ま
す
。

①
１
年
目
に
現
地
立
会
調
査

　
　
　

↓

②
２
年
目
に
測
量
調
査

　
　
　

↓

③
３
年
目
に
成
果
確
認
作
業

地
籍
調
査
事
業
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　

今
年
は
大
字
満
願
寺
の
内
、
波
居
原
の

一
部
の
６
字
地
区
を
中
心
と
し
て
調
査
を

行
い
ま
す
。対
象
字
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
〈
対
象
字
〉

大
字
満
願
寺
の
内

　

中
村
・
岩
ノ
上
・
水
ノ
口
・
女
子
夫
・

津
留
（
ツ
ル
）・
上
津
留
（
カ
ミ
ツ
ル
）

※
字
漢
字
は
法
務
局
の
も
の
で
す
。

調
査
期
間
：
令
和
６
年
11
月
～
12
月
予
定

　

土
地
立
会
の
必
要
な
所
有
者
に
は
数
週

間
前
に
立
会
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
町
が

委
託
し
た
調
査
員
が
現
地
に
て
調
査
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
周
辺
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
恐
れ
入
り
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税
（
第
２
期
分
）
を
お
忘
れ
な
く

　

令
和
６
年
分
の
「
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
」
の
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）

の
納
期
限
は
、令
和
６
年
12
月
２
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
、金
融
機
関
又
は
、

所
轄
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大

変
便
利
で
す
。利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。　

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
６
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
電
子
送

付
希
望
の
登
録
を
す
る
こ
と
で
、
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
登
録
を

す
る
と
郵
送
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
）。

　

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
（
電
子
送
付
は
１
月
下
旬
）
に
送

ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

（見本）
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暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
少
し
ず
つ
朝

晩
も
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
と
な

り
紅
葉
狩
り
や
山
菜
採
り
等
で
山
に
行
く

機
会
も
多
く
な
っ
て
く
る
事
と
思
い
ま

す
。
入
山
の
際
は
次
の
点
に
十
分
注
意
し

て
下
さ
い
。

・
必
ず
水
分
は
携
行
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

・
家
族
に
行
き
先
を
伝
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
突
然
の
天
候
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
蜂
や
蛇
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
怪
我
や
気
分
不
良
で
緊
急
性
を
要
す

る
場
合
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を

し
ま
し
ょ
う
。

北
部
車
両
紹
介
～
☜

北
部
車
両
紹
介
～
☜

　

皆
さ
ん
は
消
防
車
に
も
い
ろ
ん
な
種
類

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？
今
回
は
北

部
分
署
に
あ
る
、
北
部
タ
ン
ク
車
を
紹
介

し
ま
す
。

　

積
載
水
量
が
１
５
０
０
ℓ
あ
り
、
家
庭

の
お
風
呂
約
８
杯
分
あ
り
ま
す
。
こ
の
車

両
は
火
災
だ
け
で
な
く
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
離
着
陸
時
の
安
全
管
理
や
救
急
隊
の
活

動
支
援
等
に
も
出
場
し
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

北
部
分
署
に
は
タ
ン
ク
車
の
他
に
ポ
ン

プ
車
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日（
金
）か
ら
20
日

（
日
）ま
で
の
10
日
間
、「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
、
自
治
体
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
と
警
察
が
連
携
し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー

ル
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組

む
も
の
で
す
。

運
動
重
点

〇
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

〇「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型

投
資
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
防
止

〇
自
転
車
盗
、
万
引
き
の
被
害
防
止

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加

し
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ

く
り
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

～
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～

～
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～

◇
自
宅
の
電
話
に
防
犯
機
能
を
付
け
る
！

◇
身
に
覚
え
の
な
い
支
払
い
要
求（
振
込
、

電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
等
）
に
は
絶
対
に

応
じ
な
い
！

◇
「
絶
対
も
う
か
る
」
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広

告
は
詐
欺
な
の
で
信
じ
な
い
！

◇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
を
安
易
に

信
用
し
な
い
！

不
安
を
感
じ
た
らす

ぐ
に
相
談
を
！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

全国地域安全運動
2024.10.11-20

～安全で住みよい
　　地域社会の

　実現を目指して～
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マイナビ ツール・ド・九州２０２４熊本阿蘇ステージが開催されます！マイナビ ツール・ド・九州２０２４熊本阿蘇ステージが開催されます！
　１０月１１日（金）～１４日（祝・月）に福岡県・
熊本県・大分県を舞台にしたサイクルロードレース

「マイナビ ツール・ド・九州２０２４」が開催されます。
　近年九州を襲った自然災害からの復興を象徴す
るイベントとして、開催を決定したＵＣＩ（国際自転
車競技連合）の公認を受けた国際サイクルロード
レースです。
　１３日（日）に開催される熊本阿蘇ステージでは、南小国町の瀬の本レストハウスがスタート
地点となっています。阿蘇の雄大な自然を感じながら、阿蘇神社横を通過し、箱石峠を越え、
波野の周回エリアを経て、南阿蘇村役場をゴール地点とする全長約１０８ｋｍのコースです。
　スタート地点の瀬の本レストハウスをはじめ、コース沿線に観戦ポイントを設定していますので、
迫力あるレースを現地で体感していただけます。
　なお、大会当日は８時００分頃～１０時００分頃までの間、県道１１号別府
一の宮線（通称：やまなみハイウェイ）瀬の本交差点から阿蘇市方面へのルー
トにおいて交通規制を予定しております。ご迷惑をおかけし、大変申し訳あ
りませんが、何卒ご理解、ご協力くださいますようお願いいたします。
　詳細は右のＱＲコードでご確認ください。

ツール・ド九州 HP

　

令
和
元
年
度
に
設
立
し
た
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
阿
蘇

支
部
」
で
は
、
高
森
町
・
南
小
国
町
へ
の
観
光
入
込
客
増
加
を
目

的
に
、
今
年
度
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

両
町
３
箇
所
ず
つ
ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト
を
設
定
し
、
重
ね
押
し

す
る
と
素
敵
な
阿
蘇
の
絵
が
完
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

絵
が
完
成
し
た
ら
参
加
賞
が
Ｇ
Ｅ
Ｔ
で
き
、
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
阿
蘇
の
特
産
品
詰
合
わ
せ
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
で
き
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間　

令
和
６
年
９
月
１
日（
日
）～

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
11
月
30
日（
土
）

　

場
　
　
所　

高
森
町
・
南
小
国
町
内

　

参
加
費　

無
料

ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
（
高
森
町
）

　

南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
、
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
、
マ
ル
キ
チ
醤
油

ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
（
南
小
国
町
）

　

き
よ
ら
カ
ァ
サ
、
黒
川
温
泉
観
光
旅
館
組
合
（
風
の
舎
）、

　

瀬
の
本
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

景
品
交
換
所

　

高
森
観
光
推
進
機
構　

ま
た
は　

南
小
国
町
観
光
協
会

～
問
い
合
わ
せ
～

　

高
森
観
光
推
進
機
構　

☎
０
９
６
７（
６
２
）２
３
０
０　

ま
た
は

　

南
小
国
町
観
光
協
会　

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
４
４
４

美しい村を探す～九州・沖縄～
熊本県　高森町
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５４５回市（９月６日開催）】

単位：円 /㎥
【杉丸太】 一般材

（直材）
一般材

（小曲材）
一般材

（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）
10～13㎝ 510（本売） 480（本売）
14～16㎝ 14,400 14,200 10,000
18～22㎝ 13,800 13,200 10,500
24～28㎝ 13,800 13,100 11,000
30㎝上 13,900 12,900 11,000

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）
10～13㎝ 300（本売）
14～16㎝ 12,800 11,500
18～22㎝ 12,900 11,000
24～28㎝ 13,100 8,000
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）
10～13㎝ 510（本売） 480（本売）
14～16㎝ 16,600 11,600
18～22㎝ 12,500
24～28㎝ 16,600 12,200

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 980.198 11,346,606 11,576
桧 6.882 88,711 12,890
杉、桧 30.55 251,850 8,244

合　計 1,018 11,687,167 11,485

　令和６年度 企業版ふるさと納税による　　令和６年度 企業版ふるさと納税による　
　　寄附をいただいた企業のご紹介　　　　寄附をいただいた企業のご紹介　　

　町では、人口減少に歯止めをかけるとともに、持続可能な地域づくりを推進していくため、様々
な地方創生の取り組みを進めています。町の取り組みを支援するために、企業の皆様より企業
版ふるさと納税による寄附をいただきましたので、ご紹介します。なお、企業名と金額につき
ましては、了承をいただいた企業のみ掲載しています。

企業名 企業所在地 寄附金額 寄附年月
（株）西村建設 下益城郡美里町 100,000 円 令和６年８月

令和６年度 阿蘇広域行政事務組合職員採用試験案内
【独自試験】

■第１次試験日　令和６年１１月２３日（土）
■受 付 期 間　令和６年１０月２１日（月）から令和６年１１月８日（金）まで 　　　　　
　　　　　　　　（土曜日、日曜日を除く）　受付時間は、午前８時３０分から午後５時まで
■ 試験区分等

区　分 職　種 採用予定
人数 職務内容 受験資格

高等学校
卒業程度

一般事務 １人程度
事務部局・議会事務局
に勤務し、一般事務に
従事します。

平成１１年４月２日から平成１９年４
月１日までに生まれた人

介護士
・

支援員
２人程度

事務部局福祉施設に勤
務し、介護業務に従事
します。

昭和４９年４月２日以降に生まれた
人で、介護福祉士の資格を有する
人又は 介護福祉士の受験資格（実
技試験免除）を有する人

資格免許職 看護師 １人程度
事務部局福祉施設に勤
務し、看護業務等に従
事します。

昭和４９年４月２日以降に生まれた
人で、看護師又は准看護師の資格
を有する人

※詳細は、１０月上旬に阿蘇広域行政事務組合ホームページでお知らせします。
■試験に関する問い合わせ　阿蘇広域行政事務組合 事務局総務課人事係　☎（２４）５１１１
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

自
死
遺
族
交
流
会
（
か
た
ら

ん
ね
）
の
開
催
案
内

　

自
殺
に
よ
り
親
族
を
亡
く
し

た
遺
族
の
方
を
対
象
に
、
熊
本

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

催
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
安
心
・
安
全
は
守

ら
れ
、
無
理
に
話
を
す
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

■
場
所

ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と 

３
階

■
内
容

山
口
和
浩
さ
ん
に
よ
る
ご
遺
族

の
語
り
、
情
報
交
換
等

■
参
加
対
象
者

自
死
遺
族
の
方
に
限
る

※
事
前
申
込
み
は
不
要

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

第
22
回
阿
蘇
地
域
精
神
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
ショ
ン

交
流
会（
阿
蘇
輪
ピッ
ク
）の
開
催

　

精
神
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

や
そ
の
ご
家
族
、
地
域
住
民
の

方
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「
阿
蘇
輪
ピ
ッ
ク
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
に
は
、
事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
15
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

※
受
付
は
午
前
10
時
～

■
場
所　

阿
蘇
市
内
の
体
育
館

※
電
話
予
約
の
際
に
お
伝
え
し

ま
す
。

■
内
容

準
備
運
動
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
参
加

施
設
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

■
申
込
方
法

10
月
11
日（
金
）ま
で
に
、
電
話

に
て
申
込
み

■
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所　

保
健
予
防
課

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
６

警
備
の
仕
事
　
就
職
相
談
会

　

採
用
担
当
者
と
直
接
お
話
が

で
き
る
相
談
会
で
す
。
未
経
験

の
方
も
大
丈
夫
で
す
。
シ
ニ
ア

や
女
性
も
警
備
業
で
活
躍
で
き

ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

求
職
活
動
実
績
に
な
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
16
日（
水
）

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

■
参
加
費　

無
料

※
履
歴
書
不
要
、
予
約
不
要
、

服
装
自
由

■
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）熊
本
県
警
備
業
協
会

☎
０
９
６（
３
８
１
）２
０
１
６

■
主
催　

（
一
社
）熊
本
県
警
備
業
協
会

■
共
催　

阿
蘇
公
共
職
業
安
定
所 

熊
本

労
働
局休

日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

水
道
開
栓
・
閉
栓
手
数
料
の

開
始
に
つ
い
て

　

南
小
国
町
が
運
営
す
る
簡
易

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
は

令
和
６
年
度
か
ら
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。
両

事
業
を
運
営
す
る
に
は
多
額
の

経
費
を
要
し
て
お
り
、
町
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
飲
料
水
や
生

活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、

よ
り
一
層
の
効
率
的
な
経
営
体

制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

南
小
国
町
で
は
こ
の
度
、
簡

易
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化
を

目
指
し
令
和
６
年
11
月
１
日
か

ら
、
水
道
の
開
栓
時
及
び
閉
栓

時
の
手
数
料
を
導
入
す
る
事
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
転
入
や

転
出
、
転
居
等
に
伴
い
水
道
利

用
を
開
始
す
る
際
や
、
水
道
を

利
用
し
な
く
な
る
場
合
は
開
始

ま
た
は
閉
止
・
休
止
の
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
届
出
が
提
出
さ
れ
、
職
員
が

開
栓
ま
た
は
閉
栓
の
作
業
を
行

う
ご
と
に
１
回
あ
た
り
５
０
０

円
の
手
数
料
を
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
新
た
な
ご

10/20(日)～11/10(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

10/20(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

10/27(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科

11/3(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科

11/4(月) 坂梨ハートクリニック ☎24-6262 内科、循環器科

11/10(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科
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負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
健
全
な
水
道
事
業

の
運
営
に
よ
っ
て
町
全
体
で
飲

料
水
や
生
活
用
水
を
安
心
安
全

に
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

水
道
住
宅
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

成
年
後
見
人
制
度
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会

　
「
今
後
、
後
見
人
制
度
を
利

用
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
制

度
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
後

見
人
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
？
」。
後
見
人
制
度

や
後
見
人
へ
の
就
任
か
ら
終
了

ま
で
の
一
連
の
流
れ
、
悩
ま
し

い
問
題
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、

実
際
に
後
見
人
業
務
を
行
っ
て

い
る
司
法
書
士
が
解
説
を
行
い

ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
講
座

終
了
後
に
は
、
個
別
無
料
相
談

会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日（
土
）

受
付
開
始　

12
時
30
分

セ
ミ
ナ
ー　

13
時
か
ら
15
時

個
別
無
料
相
談
会

　

15
時
15
分
か
ら
16
時

■
場
所

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
4
丁
目

４
―
34
）

■
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト(

人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
保
有
者)

の
方

及
び
ご
家
族
の
方
を
対
象
に
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工
肛
門
等
の

手
入
れ
の
仕
方
）
な
ど
に
つ
い

て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の

相
談
会
は
、
県
の
委
託
を
受
け

た（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
熊
本
県
支
部
が
社
会
適
応
訓

練
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

■
会
場　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
（
阿
蘇
市
黒
川
１
２
６
６
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

参
加
を
お
考
え
の
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

熊
本
県
支
部
事
務
局

☎
０
９
６（
２
０
６
）３
３
３
０

（
大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー
高
野

病
院　

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

８
／
16
生

河か
わ
づ津

綾あ
や
の
す
け

之
助
く
ん

（
父
）充
輝･

（
母
）遥

荒　

倉

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

８
／
17

藤
井
瀧
夫
98
本
町
２

８
／
30

北
里
益
男
100
陣　

内

８
／
30

佐
藤
　
鼎
95
落　

見

9
／
６

北
里
民
夫
77
田
ノ
原

9
／
10

松
本
フ
ミ
103
米　

山

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

藤
井　

啓
子
様

本
町
２

（
故
）
瀧
夫　

様

北
里　

幸
子
様

陣　

内

（
故
）
益
男　

様

（
９
月
10
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

今
宵
の
食
卓
が

楽
し
み

　
　
な
ん
ラ
ヨ
！

秋
の
味
覚
を

求
め
て
山
に

き
た
ん
ラ
ヨ

柿
・
ア
ケ
ビ
・
栗…

ど
ん
な
美
味
に

出
会
え
る
か…

お
い
し
ー…

…

。

…
…

い
や
、
ま
あ
、

我
が
町
に
は
果
物
の

他
に
も
美
味
が
あ
る

か
ら
別
に…

…
…

い
や
、
ま
あ
、

我
が
町
に
は
果
物
の

他
に
も
美
味
が
あ
る

か
ら
別
に…

収
穫
ゼ
ロ
！

あ
き
あ
き

も
と
も
と

や
ま
や
ま

み

　か
く

み

　か
く

か
き
か
きで

　あ

で

　あ
こ

　よ
い

こ

　よ
い

た
の
た
の

し
ょ
く
た
く

し
ょ
く
た
く

びび

みみ

く
り
く
り

わわほ
か
ほ
か

びび

みみ

べ
つ
べ
つ

し
ゅ
う
か
く

し
ゅ
う
か
く

ま
ち
ま
ち

く
だ
も
の

く
だ
も
の

悔
…
悔
…

町の人口
（８月末現在）

世帯数　1,872世
帯

（ー５）〈＋27〉
　男　　1,822人

（ー３）〈ー34〉
　女　　1,998人

（ー16）〈ー19〉
　計　　3,820人

（ー19）〈ー53〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

23
広報きよら 2024.10広報きよら 2024.10



南
小

国
町

広
報

誌
【

編
集

・
発

行
】

南
小

国
町

役
場

 ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492

熊
本

県
阿

蘇
郡

南
小

国
町

大
字

赤
馬

場
143

番
地

【
TEL】

0967(42)1171【
FA

X】
0967(42)1122

広
報

き
よ

ら
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27 28 29
▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

安部 真紘 ちゃん

父 浩二さん

05.09.15 生まれ
新町２

あべ　　 まひろ

千尋さん母

※希望者のみ掲載

9

まひろちゃん、
お誕生日おめでとう！
毎日モリモリ食べてスクスク育って
いる様子に元気をもらってます。
これからものびのび大きくなってね。

11

ジョブカフェ・
阿蘇ブランチ

■さくら荘カフェ

■乳児健診

■出張年金相談

月 

■１歳児健診
午後１時１５分～
役場　別館２階

総務課　☎(42)1112
▼消費生活相談  
午前９時～午後４時
毎週火曜日 小国町
毎週木曜日 南小国町

社会福祉協議会　☎(42)1501
■さくら荘カフェ  
午後１時３０分～午後３時
さくら荘
■心配ごと相談
午前１０時～
りんどう荘

■出張就職相談

福祉課
■出張就職相談  ☎0967(22)8178
　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
午後１時３０分～午後４時
役場会議室

教育委員会事務局　☎(42)0047
■第 34 回みなみおぐに文化祭
きよらホール
■古本市
役場ロビー

■１歳６か月児健診

町民課　☎(42)1113
■乳児健診  
午後１時１５分～  
おぐに町民センター
■出張年金相談  
午前１０時～午後３時 
おぐに町民センター
※要予約  熊本東年金事務所
■１歳６か月児健診
午後１時１５分～
おぐに町民センター

■１歳児健診

■心配ごと相談

■第34回
みなみおぐに文化祭

中原小学校

市原小学校

■古本市

150 周年記念式典

150 周年記念式典




